
美
鈴
が
丘
団
地
は
団
地

創
設
か
ら
約
38
年
が
経
過

し
、
自
然
豊
か
な
環
境
と

利
便
性
の
高
い
生
活
環
境

に
多
く
の
人
が
住
み
続
け

た
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
今
か
ら
10
年
前

と
比
較
す
る
と
、
中
核
的

な
第
一
世
代
の
高
齢
化
が

進
み
、
60
歳
以
上
が
約
1.7

１　
団
地
活
性
化
に

　
　
向
け
て

美
鈴
が
丘
団
地
で
は
、今

後
団
地
を
取
り
巻
く
環
境

の
変
化
に
対
応
し
、
み
ん

な
が
元
気
で
楽
し
く
暮
ら

せ
る
団
地
を
目
指
し
て

様
々
な
団
地
活
性
化
の
取

り
組
み
を
始
め
て
い
る
。

そ
の
一
つ
が
交
通
弱
者
支

援
と
し
て
昨
年
10
月
か
ら

本
格
運
行
を
始
め
た
巡
回

乗
合
タ
ク
シ
ー
で
あ
る
。

巡
回
乗
合
タ
ク
シ
ー
が

生
活
交
通
と
し
て
、
地
域

に
お
け
る
様
々
な
交
流
活

動
へ
の
移
動
に
、
美
鈴
楽

市
な
ど
の
賑
わ
い
づ
く
り

へ
の
参
加
に
、
移
動
こ
ど

倍
に
増
加
す
る
一
方
、
第

二
世
代
を
含
む
20
代
～
50

代
が
約
３
割
減
少
し
、
第

三
世
代
の
小
中
高
生
の
10

代
も
約
２
割
減
少
す
る

な
ど
世
代
構
成
の
変
化

と
人
口
減
少
が
進
ん
で
い

る
。
今
後
、
高
齢
化
は
ま

す
ま
す
進
み
、
生
活
環
境

で
は
通
勤
、
通
学
者
の
減

も
110
番
と
し
て
防
犯
活
動

な
ど
、
巡
回
乗
合
タ
ク

シ
ー
が
軸
と
な
っ
た
人
と

地
域
が
結
ば
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。�（
２
面
に
続
く
）

少
に
よ
る

バ
ス
便
の

減
便
、
交

通
弱
者
の

増
加
、
地

域
環
境
で

は
地
域
活

動
の
担
い

手
不
足
、

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
希

薄
化
が
懸

念
さ
れ
て

い
る
。

～10代 20～50代 60代 70代 80代～

0
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20262021201620112006
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6391
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1470
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2447
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1074
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1285
2078

2169

401
570

755 893
1204

10903 10342 9948
9517 8906

巡回乗合タクシーを軸としたまちづくりプラン

暮らしやすいまちづくり

にぎわいあるまちづくり

高齢者にやさしいまちづくり

安全で安心なまちづくり

高齢化に伴い、様々な理由により買い物、通
院などの生活交通に困る人が増えてくる。そのた
め、日常生活の手軽な交通手段として、また、団
地外へお出かけする際は、路線バスと繋ぐ交通
手段として、生活しやすいまちづくりを推進する。

高齢者の移動手段として、公民館、集会所等
で行われる社会教育や高齢者催事に参加した
り、他街区の友人宅への訪問に、高齢者の自立
した生活を後押しし、高齢者にやさしいまちづ
くりを推進する。

フレスタを始めとする商店街、銀行、郵便局
などの施設が集中し、美鈴楽市、神社の祭事や
各種フェスティバルが開催されるモール街と各
街区を結び、賑わいのあるまちづくりを推進す
る。

常にまちを見守るこども110番バスとして、万が一
の時の緊急避難や緊急連絡の手段として機能する。ま
た、最近、高齢者の事故が多く、運転に不安を抱えな
がら移動手段がないために車を運転せざるを得ない高
齢者の代替手段となり、地域の交通安全を推進する。

い
つ
ま
で
も
、
住
み
や
す
く
、

　
楽
し
く
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て

　
　
み
ん
な
を
つ
な
ぐ
　
り
ん
り
ん
タ
ク
シ
ー

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
佳
き
年
に
な
る
こ
と
を

�

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

図　団地の年齢層別人口の現在、過去、未来
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度
は
募
金
額
に
応
じ
た
助

成
金
が
受
け
ら
れ
る
広
島

県
共
同
募
金
会
の「
地
域

テ
ー
マ
募
金
」を
１
月
～
３

月
に
実
施
し
、
次
年
度
以

降
は
同
時
期
に
単
独
の
募

金
活
動
を
実
施
す
る
。

こ
う
し
た
美
鈴
が
丘
団

地
を
活
性
化
す
る
事
業
と

い
う
趣
旨
を
踏
ま
え
、
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

２　
利
用
者
の
状
況

一
昨
年
の
10
月
か
ら
の

実
験
運
行
を
含
め
215
日
で

延
べ
約
８
千
名
が
利
用
さ

れ
、
目
的
別
で
は
モ
ー
ル

街
へ
の
行
き
帰
り
に
約

79
％
、
こ
の
内
モ
ー
ル
街

か
ら
の
帰
り
に
約
58
％
が

利
用
さ
れ
て
い
る
。一
方
、

他
街
区
へ
の
移
動
は
約

21
％
と
や
や
少
な
く
、
今

後
の
利
用
者
増
加
を
図
る

た
め
に
、
巡
回
乗
合
タ
ク

シ
ー
と
公
共
バ
ス
の
連
結

や
公
民
館
・
ら
ふ
ぃ
っ
と

ハ
ウ
ス
な
ど
の
交
流
場
所

へ
の
移
動
手
段
と
し
て
の

利
用
促
進
を
図
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。

３　

�

巡
回
乗
合
タ
ク
シ
ー

の
運
営
支
援

巡
回
乗
合
タ
ク
シ
ー
の

運
行
は
双
葉
タ
ク
シ
ー
が

◆�

西
５
隣
輪
サ
ロ
ン

約
50
人
が
郡
司
講
師
の

薬
の
話
に
聞
き
入
っ
た
。

「
薬
の
正
し
い
使
い
方
」

「
副
作
用
の
怖
さ
」を
説

明
さ
れ
、
健
康
寿
命
と
は

ど
の
様
な
生
活
を
す
べ
き

か
等
。
住
民
が
健
康
へ
関

心
を
持
つ
事
は
町
の
活
力

に
も
繋
が
る
よ
う
な
熱
気

に
満
ち
た
サ
ロ
ン
だ
っ

た
。�

（
山
根
ｍ
・
池
田
）

◆�〝
み
ん
な
で
考
え
よ
う	

土
砂
・
地
震
災
害
〟

�

12
／
16

佐
伯
区
に
は
危
険
ヵ
所

が
650
も
あ
り
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
作
り
と
防
災
訓
練

が
不
可
欠
。
経
験
し
た
事

の
な
い
豪
雨
や
震
災
は
必

ず
や
っ
て
来
る
。�（
池
田
）

◆�

子
ど
も
110
番
の
家

　
情
報
交
換
会�

12
／
３

子
ど
も
見
守
り
関
連
組

織
が
一
堂
に
会
し
て
、
子

ど
も
110
番
の
家
の
趣
旨
・

役
割
や
事
故
事
件
の
状

況
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く

状
況
な
ど
の
情
報
交
換
が

な
さ
れ
た
。
現
在
450
軒
強

の
登
録
が
あ
る
が
、
対
応

で
き
な
く
な
っ
て
い
る
家

も
見
受
け
ら
れ
、
青
少
協

で
の
検
討
が
要
望
さ
れ
た
。

行
う
が
、
運
行
経
費
は
利

用
者
収
入（
自
助
）の
み

で
は
不
足
す
る
た
め
、
広

島
市
の
助
成（
公
助
）と

地
域
の
助
成（
共
助
）が

不
可
欠
で
あ
る
。

地
域
助
成
と
し
て
毎
年

必
要
な
額
は
約
60
万
円
で
、

募
金
等（
１
戸
当
た
り
200

円
～
400
円
程
度
）で
調
達

す
る
計
画
で
あ
る
。
本
年

◆�

第
８
回
緑
の
カ
ー
テ
ン

コ
ン
ク
ー
ル�

11
／
29

ア
サ
ガ
オ
グ
リ
ー
ン

カ
ー
テ
ン
が「
第
８
回
広

◆�

防
犯
研
修
会�

12
／
３

春
夏
に
続
き
関
係
三
団

体
に
よ
る
合
同
研
修
会
。

最
近
空
き
巣
の
被
害
が
報

告
さ
れ
て
お
り
、防
犯
グ
ッ

ズ
の
利
用
や
ご
近
所
声
か

け
運
動
に
よ
り
防
止
効
果

を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

児童も入って記念写真

薬への関心の高さか？

各町内会より30人が熱心に参加

関係者が一堂に集って（公民館）個人表彰の伊藤さん

目的別利用者数（Ｈ27.10～Ｈ28.11）

島
市
緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン

ク
ー
ル
」で
４
年
連
続
で

の
団
体
最
優
秀
賞
に
。
表

彰
式
で
緑
化
推
進
部
井
上

主
事
か
ら「
壁
面
全
体
に

均
整
の
と
れ
た
素
晴
ら
し

い
カ
ー
テ
ン
で
、
38
ｍ
と

立
派
、
エ
コ
教
室
へ
の
参

加
者
も
多
く
高
く
評
価
で

き
る
」と
講
評
が
告
げ
ら

れ
た
。
な
お
広
島
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ「
緑
の
カ
ー
テ

ン
コ
ン
ク
ー
ル
」で
詳
細

情
報
を
見
る
こ
と
が
出
来

る
。

又
増
加
傾
向
に
あ
る
の
が

自
転
車
の
盗
難
。
自
転
車

は
必
ず
防
犯
登
録
を
し
て

お
く
こ
と
が
重
要
。
駐
在

所
の
山
田
所
長
か
ら
、
旅

行
犯
は
レ
ン
タ
カ
ー
で

ス
ー
ツ
姿
、
三
割
は
自
宅

に
居
る
時
に
入
ら
れ
て
い

る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
防

犯
に
も
う
少
し
お
金
を
掛

け
て
く
だ
さ
い
と
の
話
も
。

空
き
巣
が
嫌
が
る
ポ
イ
ン

ト
は
、
①
人
の
目
②
時
間

が
か
か
る
③
音
に
敏
感
、

く
れ
ぐ
れ
も
各
自
注
意
し

ま
し
ょ
う
。�（
永
瀬・池
田・Ｙ
）

（�

巡
回
乗
合
タ
ク
シ
ー
運
営
委

員
会
事
務
局
長 

木
村
隆
義
）
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トランプ次期大統領の影響がいろいろの方向で出ている様です。メキシコからの自動車の輸入に大きな関税をかけるとの報道
にマツダも少なからず影響されそうです。

世界の出来事
日本の出来事

�

11
／
26
〜
27

「
手
を
つ
な
ぎ
心
を
つ

な
ぐ
公
民
館
」を
テ
ー
マ

に
各
方
面
か
ら
来
賓
14
人

を
迎
え
、
29
回
公
民
館
ま

つ
り
が
今
年
も
秋
晴
れ
の

も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ

た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
美

高
吹
奏
楽
部
が
美
鈴
が
丘

の
歌
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
の

オ
ム
ニ
バ
ス
ス
タ
イ
ル

曲
な
ど
数
曲
を
生
演
奏

し
喝
采
を
浴
び
た
。
ま

◆�

Ｏ
Ｂ
会
旅
行

岡
山
の
湯
郷
温
泉
に
一
泊

旅
行
。
道
中
勝
山
の
老
舗
酒

屋
蔵
元
に
寄
り
、
昼
食
後
勝

山
の
街
並
み
散
策
。
ホ
テ
ル

で
は
豪
華
な
料
理
を
頂
き
大

宴
会
。
翌
日
後
楽
園
、
倉
敷

美
観
地
区
、
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

モ
ー
ル
を
散
策
。
大
満
足
の

２
日
間
で
し
た
。（
西
２
・
中
本
）

◆�

28
年
度
美
鈴
が

丘
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
リ
ー
グ
戦

例
年
通
り
４
／

10
よ
り
10
／
30

に
か
け
て
、
５
チ
ー
ム
に

よ
る
リ
ー
グ
戦
30
試
合
を

行
な
い
東
４
丁
目
チ
ー
ム

が
４
年
連
続
優
勝
を
飾
っ

た
。
戦
績
は
10
勝
０
敗
の

完
全
優
勝
で
あ
っ
た
。

◆�

美
鈴
が
丘
女
子
Ｍ
Ｂ
Ｃ　

県
大
会
優
勝
全
国
大
会
へ

11
／
26
広
島
県
大
会
で
優

勝
し
た
。
決
勝
戦
で
は
子
ど

も
た
ち
が
最
後
ま
で
諦
め
ず

１
点
差
を
守
り
抜
き
勝
利
を

つ
か
ん
だ
。
今
春
３
／
28
よ

り
国
立
代
々
木
体
育
館
に
て

広
島
県
代
表
と
し
て
日
本
一

を
目
指
す
。�（
女
子
Ｍ
Ｂ
Ｃ
谷
口
）

◆�
ま
ご
こ
ろ
弁
当
会
食
会

�

11
／
30

48
名
の
参
加
で
楽
し
く

会
食
。
今
回
が
３
回
目
の

〝
一
堂
に
集
ま
っ
て
〟の
会

食
。
皆
で
食
べ
る
と
楽
し

い
、美
味
し
い
を
実
感
。（
Ｙ
）

今年も盛大にオープニング

飲食コーナーは満員

子ども育成部主催第２回大会

美高吹奏楽部の演奏

弁当で会話が弾む 参加者全員での記念写真12/11～12

SportsSportsSportsSports

スポーツスポーツスポーツスポーツ

◆�

第
13
回
美
鈴
杯
小
学
生

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

五
月
が
丘
、
石
内
、
五
日

市
、
美
鈴
が
丘
か
ら
８
チ
ー

ム
が
午
前
中
は
予
選
、
午
後

決
勝
リ
ー
グ
が
行
わ
れ
五
日

市Am
ichi

が
優
勝
。
残
念

な
が
ら
美
鈴
チ
ー
ム
は
予
選

敗
退
で
し
た
。
12
／
14�（
Ｙ
）

○
第
２
回
ク
ッ
プ
大
会

�

12
／
11

一
チ
ー
ム
６
人（
児
童
５
・

大
人
１
）13
チ
ー
ム
が
参
加
し

て
開
催
さ
れ
た
。〝
昨
年
開
催

し
て
好
評
だ
っ
た
の
で
今
年

が
第
２
回
大
会
。
今
後
も
継

続
の
予
定
〟と
結
城
部
長
談
。

優
勝
は
リ
ス
チ
ー
ム
。�（
池
田
）

◆�

第
29
回
美
鈴
が
丘

　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

　
中
学
体
育
館�

12
／
18

各
町
内
会
に
別
れ
12

チ
ー
ム
66
人
を
含
め
総
勢

100
人
が
参
加
し「
第
29
回

美
鈴
が
丘
町
内
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
大
会
」が
開
催
さ
れ

た
。
午
前
は
予
選
、
午
後

は
上
位
チ
ー
ム
に
よ
る
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
。
東
４

丁
目
チ
ー
ム
が
優
勝
し
た
。

２
位
は
西
二
丁
目
。�

（
Ｙ
）

◆�

お
話
会
児
童
館�

11
／
30

48
人
が
参
加
し
て「
も

り
の
お
ふ
ろ
」紙
芝
居
を
鑑

賞
。
ラ
イ
オ
ン
が
当
番
で

ウ
サ
ギ
、
カ
バ
の
背
中
を

洗
っ
て
い
る
。
児
童
達
は
身

を
乗
り
出
し
て
話
に
聞
き

入
っ
て
い
た
。（
池
田
・
上
木
）

ラケットになかなか良く当たらなかった

背伸びをして聞きいる児童

美鈴チームのメンバー

ち
づ
く
り
協
議
会
結
城

会
長
は「
公
民
館
は
市
民

交
流
の
場
、
今
年
も
開
催

で
き
る
こ
と
に
感
謝
」と

挨
拶
。
各
グ
ル
ー
プ
が
思

い
思
い
の
趣
向
を
凝
ら
し

作
品
を
披
露
。
飲
食
コ
ー

ナ
ー
も
賑
わ
い
、
う
ど
ん

や
ぜ
ん
ざ
い
に
皆
舌
鼓
を

打
っ
て
い
た
。
中
華
お
こ

わ
な
ど
は
30
分
で
完
売
す

る
ほ
ど
の
人
気
で
２
日
間

で
４
２
０
０
人
余
り
が
来

場
し
大
盛
況
の
う
ち
に
終

了
。
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
不

足
し
フ
レ
ス
タ
に
迷
惑
を

か
け
た
事
、
社
協
ブ
ー
ス

で
の
写
真
の
配
布
方
法
に

問
題
が
あ
っ
た
事
な
ど
が

反
省
項
目
と
し
て
あ
げ
ら

れ
た
。

�

（
永
田
・
池
田
・
藤
原
）

ガンバリました。優勝

第
29
回 

公
民
館
ま
つ
り
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芝
居
や
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

等
楽
し
い
企
画
が
い
っ
ぱ

い
。
最
後
は
西
・
中
本
さ

ん
扮
す
る
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
が
プ
ー
チ
ン
大
統
領

（
当
日
来
日
）と
と
も
に
ロ

シ
ア
か
ら
や
っ
て
き
て
、

全
員
に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
。
子
ど
も
達

は
大
喜
び
。�

（
Ｙ
）

お
く
や
み

11
／
14�

小
野　
和
子
様（
89
）東
二

12
／
８�

渡
邊　
敏
之
様（
93
）西
五

12
／
11�

日
笠　
節
子
様（
88
）東
二

12
／
11�

斎
田　
精
一
様（
89
）東
二

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

♡�

お
め
で
と
う

◎�

28
年
度
広
島
市
安
全　

ま
ち
づ
く
り
功
労
表
彰

◦
山
賀　
宗
生
さ
ん（
東
三
）

◎�

広
島
市
健
康
づ
く
り　

推
進
活
動
功
労
賞

◦
美
鈴
が
丘

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

◆�
冬
の
お
楽
し
み
会

�
児
童
館　
12
／
15

「
大
塚
ム
ー
ミ
ン
」の

メ
ン
バ
ー
に
よ
る
ク
リ
ス

マ
ス
会
に
70
人
が
参
加
。

「
静
か
な
ク
リ
ス
マ
ス
」の

合
唱
で
始
ま
り
、「
マ
ッ
チ

売
り
の
少
女
」の
大
型
紙

◆�

南
１
丁
目
ク
リ
ス
マ
ス
会

�

12
／
11

親
子
、
ス
タ
ッ
フ
合
わ

せ
て
50
人
が
集
ま
り
、
パ
ー

テ
ィ
の
飾
り
つ
け
を
し
、

ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
に
ト
ッ
ピ
ン

グ
を
し
て
ケ
ー
キ
が
完
成
、

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
手
品
や
マ

ジ
ッ
ク
も
披
露
さ
れ
会
場

に
い
る
人
た
ち
皆
で
ク
リ
ス

マ
ス
を
楽
し
ん
だ
。�（
上
木
）

◆�
ら・ふ
ぃ
っ
と
ｈ
ｏ
ｕ
ｓ
ｅ

　
厚
生
労
働
大
臣
賞
受
賞

「
健
康
寿
命
を
延
ば
そ

う
！
ア
ワ
ー
ド
」で
厚
生

労
働
大
臣
賞
を
受
賞
、
全

国
64
件
の
応
募
で
最
優
秀

◆�

東
２
丁
目
サ
ロ
ン

　
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
作
り

用
意
さ
れ
た
ス
ポ
ン
ジ

ケ
ー
キ
に
ク
リ
ー
ム
と
苺

で
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
。
男

性
の
活
躍
も
あ
り
、
素
晴

ら
し
い
出
来
ば
え
！
ケ
ー

キ
を
た
べ
な
が
ら
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
で
楽
し
い
一
時
で

し
た
。

◆�

美
鈴
楽
市

　
ク
リ
ス
マ
ス
大
抽
選
会

楽
市
会
場
に
30
余
り
の

グ
ル
ー
プ
、
団
体
が
出
店
。

広
島
ホ
ー
ム
テ
レ
ビ
9
時

30
分「
朝
市
生
中
継
」の

カ
メ
ラ
が
入
る
。「
ク
リ
ス

マ
ス
大
抽
選
」会
場
に
は

行
列
が
で
き
、
約
600
本
の

賞
品
は
10
時
前
に
は
殆
ど

無
く
な
っ
た
。�

（
藤
原
）

サンタの登場で児童達は大喜び

全員でクリスマスグッズ作り

マジックショー

クリスマスケーキの完成です

◎
今
月
の
一
句

鴎
浮
く
瀬
戸
に

�

沿
ひ
ゆ
く
初
電
車

�

勉

き
さ
ら
ぎ
句
会

★�

泥
棒
に
注
意

最
近
空
き
巣
の
被
害
が

多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
ガ
ラ
ス
を
割
っ
て
鍵

を
開
け
て
侵
入
し
た
様
で

す
。
特
に
一
階
の
窓
は
鍵

以
外
に
窓
の
補
助
ロ
ッ

ク（
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ロ
ッ
ク

／
サ
ッ
シ
ロ
ッ
ク
）機
能

を
付
け
る
な
ど
が
有
効
で

す
。
又
ご
近
所
ど
う
し
で

お
互
い
挨
拶
を
す
る
こ
と

で
泥
棒
を
近
づ
け
な
い
効

果
も
あ
り
ま
す
。

★�

公
園
や
空
き
地
で
の�

ゴ
ル
フ
の
練
習
は�

危
険
で
す
。

特
に
ボ
ー
ル
を
打
っ
て

い
る
人
を
見
か
け
ま
す
が

事
故
の
元
で
す
。
絶
対
に

や
め
ま
し
ょ
う
。

街
か
ど
東

西

南

緑

歌
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が

大
好
き
な
と
て
も
元
気
な

小
学
２
年
生
の
女
の
子
で

す
。
お
兄
ち
ゃ
ん
、
お
姉

ち
ゃ
ん
の
三
人
兄
弟
で
す

が
、
お
姉
ち
ゃ
ん
と
作
る

今
回
は
、
東
街
区
の
元
気
な
女
の
子
を
紹
介
し
ま
す
。

次
世
代
を
つ
な
ぐ 

　
　
　 

美
鈴
っ
子 

○

元 

気

58

バ
レ
ン
タ
イ
ン
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
は
年
々
腕
を
あ
げ
て

い
ま
す
。
笑
顔
の
ス
テ
キ
な
思
い
や
り
の
あ
る
優
し

い
女
の
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

�

マ
マ
よ
り
（
下
門
）　

あゆみちゃん（８歳）

ク
リ
ス
マ
ス
大
会

に
。
多

世
代
交

流
と
４

年
間
の

実
績
が

評
価
。

（
ら
・
ふ�

ぃ
っ
と
）
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